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(百万円未満切捨て)
１．2022年12月期の連結業績（2022年１月１日～2022年12月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期 49,864 44.0 13,018 89.3 15,500 75.5 7,739 134.2

2021年12月期 34,620 35.4 6,875 51.8 8,833 68.2 3,304 17.0
(注) 包括利益 2022年12月期 13,107百万円( 38.4％) 2021年12月期 9,470百万円( 130.4％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年12月期 299.29 292.75 20.5 15.0 26.1

2021年12月期 127.80 125.04 12.6 12.8 19.9
(参考) 持分法投資損益 2022年12月期 △74百万円 2021年12月期 △13百万円
　

当社は、2022年12月31日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。このため、前連結会計年
度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益を
算定しております。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年12月期 127,554 101,473 36.8 1,784.76

2021年12月期 78,997 54,951 36.2 1,106.14
(参考) 自己資本 2022年12月期 46,898百万円 2021年12月期 28,599百万円
　

当社は、2022年12月31日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。このため、前連結会計年
度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり純資産額を算定しております。

　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2022年12月期 15,391 △1,804 32,928 66,745

2021年12月期 9,337 △15,614 8,069 21,641
　

　　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年12月期 － 0.00 － 12.50 12.50 323 9.8 1.2

2022年12月期 － 0.00 － 17.50 17.50 459 5.8 1.2
2023年12月期(予想) － － － － － －
(注) 2022年12月期期末配当金の内訳 普通配当 15円00銭 記念配当 2円50銭
　

当社は、2022年12月31日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、2021年12月
期の期末及び2022年12月期の期末配当金については、当該株式分割を考慮した金額で記載しております。なお、当該
株式分割を考慮しない場合の2021年12月期の期末配当金は、25円となります。

　

　　



３．2023年12月期の連結業績予想（2023年１月１日～2023年12月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) － － － － － － － － －

通 期 － － － － － － － － －

※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 －社 (社名) 、除外 －社 (社名)
　

期中における重要な子会社の異動に関する注記
　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年12月期 26,278,400株 2021年12月期 25,856,200株

② 期末自己株式数 2022年12月期 1,038株 2021年12月期 974株

③ 期中平均株式数 2022年12月期 25,858,146株 2021年12月期 25,855,252株
　

2022年12月31日（当日は株主名簿管理人が休業日につき、実質的には12月30日）を基準日として、同日最終の株主名
簿に記録された株主の所有普通株式１株につき２株の割合をもって分割しております。

　

(参考) 個別業績の概要
１．2022年12月期の個別業績（2022年１月１日～2022年12月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期 16,500 26.1 4,464 56.4 4,460 47.1 2,918 35.0

2021年12月期 13,082 13.4 2,855 35.5 3,031 48.3 2,161 83.8
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期 112.85 110.38

2021年12月期 83.58 81.78
　

当社は、2022年12月31日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。このため、前事業年度の
期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益を算定
しております。

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年12月期 33,713 24,270 71.3 915.33

2021年12月期 30,126 21,387 70.3 819.03

(参考) 自己資本 2022年12月期 24,052百万円 2021年12月期 21,176百万円
　

当社は、2022年12月31日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。このため、前事業年度の
期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり純資産額を算定しております。

　

　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現時点で入手している情報及び合理的である
と判断する前提に基づいたものであり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

2022年11月に中国子会社である有研半導体硅材料股份公司（Gritek）が上海証券取引所科創板市場へ株式上場

することができました。これからも企業価値の拡大に尽力してまいります。

世界経済はCOVID-19の世界的大流行による景気停滞から回復してきているものの、ロシアによるウクライナ侵

攻や米中貿易摩擦等、懸念材料が引き続き顕在化しております。また、半導体を中心とした部材不足、エネルギ

ー供給不足、原材料価格の高騰等も引き続き継続しており、不透明な状況が続いています。

当社グループにおいては、ウェーハ再生事業は旺盛な顧客需要により、順調に推移いたしました。また、半導

体関連装置・部材等事業は旺盛な顧客需要による販売増加で順調に推移しました。さらに、プライムシリコンウ

ェーハ製造販売事業も中国子会社新工場の稼働、高い顧客需要を背景とする販売増加により、順調に推移いたし

ました。

以上の結果、当連結会計年度における当社グループの売上高は49,864,656千円（前年同期比44.0％増）となり

ました。営業利益は13,018,598千円（前年同期比89.3％増）となり、経常利益は15,500,440千円（前年同期比

75.5％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は7,739,192千円（前年同期比134.2％増）となりました。

当連結会計年度の経営成績の内訳は以下のとおりであります。

（売上高）

当連結会計年度における売上高は、49,864,656千円（前年同期比44.0％増）となりました。

高い顧客需要と増産設備投資、新工場稼働により、前年同期比で販売を増加させたことによります。

（売上原価及び売上総利益）

売上原価は、31,432,286千円（前年同期比38.2％増）となり、売上総利益は18,432,370千円（前年同期比55.3

％増）となりました。

（営業利益）

営業利益は13,018,598千円（前年同期比89.3％増）となりました。

研究開発費などが増加したため、販売費及び一般管理費が5,413,771千円（前年同期比8.4％増）と増加しまし

たが、それを上回る売上高増加により営業利益が大きく増加しております。

（経常利益）

経常利益は、15,500,440千円（前年同期比75.5％増）となりました。

営業利益の増加に加え、受取利息519,757千円や補助金収入867,798千円等を営業外収益に計上したことにより

ます。

（税金等調整前当期純利益）

税金等調整前当期純利益は、15,160,963千円（前年同期比104.1％増）となりました。

（親会社株主に帰属する当期純利益）

親会社株主に帰属する当期純利益は、7,739,192千円（前年同期比134.2％増）となりました。

事業のセグメント別の業績を示すと次のとおりです。

（ウェーハ再生事業）

ウェーハ再生事業におきましては、前連結会計年度から引き続き国内外再生市場の需要が堅調に推移したこと

および増産設備投資の寄与により、外部顧客への売上高は17,890,576千円（前年同期比40.7％増）、セグメント

利益（営業利益）は7,312,818千円（前年同期比54.6％増）となりました。

（プライムシリコンウェーハ製造販売事業）

プライムシリコンウェーハ製造販売事業におきましては、新工場稼働により増産体制が軌道に乗ったことおよ

び前期から引き続き高い顧客需要を背景にした販売増加により、外部顧客への売上高は20,656,509千円（前年同

期比54.4％増）、セグメント利益（営業利益）は5,995,696千円（前年同期比136.0％増）となりました。

（半導体関連装置・部材等）

半導体関連装置・部材等におきましては、旺盛な顧客需要を背景にした販売増加により、外部顧客への売上高

は11,245,896千円（前年同期比33.1％増）、セグメント利益（営業利益）914,744千円（前年同期比139.1％増）
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となりました。

(その他）

その他におきましては、ソーラー事業及び技術コンサルティングの業績を示しており、外部顧客への売上高は

71,674.0千円（前年同期比7.2％減）、セグメント損失（営業損失）は9,444千円（前年同期は42,211千円のセグ

メント利益）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当連結会計年度末における流動資産は90,470,229千円となり、前連結会計年度末と比較して44,618,983千円増

加いたしました。これは主に、現金及び預金40,173,376千円の増加、受取手形及び売掛金2,133,586千円の増加、

原材料及び貯蔵品1,689,878千円の増加によるものであります。

固定資産は37,084,451千円となり、前連結会計年度末と比較して3,938,072千円増加いたしました。これは主に

建物及び構築物285,357千円の増加、機械装置及び運搬具789,554千円の増加、建設仮勘定1,313,148千円の増加、

関係会社である山東有研RS半導体材料有限公司への追加出資による投資有価証券1,804,962千円の増加によるもの

であります。

この結果、総資産は127,554,681千円となり、前連結会計年度末に比べて48,557,055千円増加いたしました。

（負債）

当連結会計年度末における流動負債は17,622,508千円となり、前連結会計年度末と比較して3,404,063千円増加

いたしました。これは主に支払手形及び買掛金2,149,656千円の増加、短期借入金1,887,680千円の増加、流動負

債その他1,234,943千円の減少によるものであります。

固定負債は8,458,685千円となり、前連結会計年度末と比較して1,368,765千円減少いたしました。これは主に、

長期借入金1,582,485千円の減少によるものであります。

この結果、負債合計は26,081,193千円となり、前連結会計年度末に比べ2,035,297千円増加いたしました。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産は101,473,488千円となり、前連結会計年度末と比較して46,521,757千円増加

いたしました。これは主に親会社株主に帰属する当期純利益による利益剰余金7,739,192千円の増加、為替換算調

整勘定33,959千円の減少、非支配株主持分28,216,015千円の増加によるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の期末残高は、前連結会計年度末の

21,641,811千円より45,103,878千円増加し、66,745,689千円となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における営業活動による資金の増加は、15,391,661千円（前連結会計年度は9,337,395千円の増

加)となりました。

これは主に、税金等調整前当期純利益15,160,963千円、減価償却費3,498,416千円、売上債権の増加額

1,844,132千円、たな卸資産の増加額2,653,069千円、補助金の受取額521,363千円、法人税等の支払額1,137,578

千円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における投資活動による資金の減少は、1,804,005千円（前連結会計年度は15,614,592千円の減

少)となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出5,313,427千円と定期預金の払戻による収入10,052,281千円、定期

預金の預入による支出4,678,260千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）
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当連結会計年度における財務活動による資金の増加は、32,928,747千円（前連結会計年度は8,069,655千円の増

加)となりました。

これは主に中国子会社である有研半導体硅材料股份公司（Gritek）が上海証券取引所へ株式上場したことによ

る非支配株主からの払込みによる収入33,420,712千円、短期借入金の純増減額1,881,200千円、長期借入金の返済

による支出1,945,666千円によるものであります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。

なお、IFRSの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当連結会計年度
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 27,766,345 67,939,722

受取手形及び売掛金 9,517,602 11,651,189

商品及び製品 2,783,377 3,833,979

仕掛品 1,635,494 1,688,290

原材料及び貯蔵品 2,488,830 4,178,709

その他 1,707,624 1,224,916

貸倒引当金 △48,029 △46,577

流動資産合計 45,851,246 90,470,229

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 13,269,420 14,081,458

減価償却累計額 △1,708,783 △2,235,463

建物及び構築物（純額） 11,560,637 11,845,995

機械装置及び運搬具 21,002,047 24,616,309

減価償却累計額 △8,528,283 △11,352,992

機械装置及び運搬具（純額） 12,473,763 13,263,317

工具、器具及び備品 339,690 371,222

減価償却累計額 △256,046 △294,096

工具、器具及び備品（純額） 83,644 77,125

土地 148,600 148,600

リース資産 4,089,735 4,248,091

減価償却累計額 △594,231 △811,470

リース資産（純額） 3,495,503 3,436,620

建設仮勘定 1,200,573 2,513,722

有形固定資産合計 28,962,723 31,285,382

無形固定資産

のれん 227,645 113,822

ソフトウエア 118,571 137,963

その他 70,964 18,760

無形固定資産合計 417,180 270,546

投資その他の資産

投資有価証券 3,418,033 5,222,996

繰延税金資産 35,624 119,431

その他 312,816 186,095

投資その他の資産合計 3,766,475 5,528,522

固定資産合計 33,146,379 37,084,451

資産合計 78,997,625 127,554,681
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年12月31日)

当連結会計年度
(2022年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,316,935 6,466,592

短期借入金 1,112,320 3,000,000

1年内返済予定の長期借入金 1,907,322 1,694,268

リース債務 224,903 194,447

未払金 2,541,887 2,589,856

未払法人税等 809,864 1,493,747

賞与引当金 517,232 630,559

その他 2,787,979 1,553,035

流動負債合計 14,218,445 17,622,508

固定負債

長期借入金 5,097,170 3,514,685

リース債務 1,072,534 964,742

繰延税金負債 701,747 1,206,869

役員退職慰労引当金 9,200 8,825

退職給付に係る負債 2,076 2,267

その他 2,944,722 2,761,295

固定負債合計 9,827,450 8,458,685

負債合計 24,045,895 26,081,193

純資産の部

株主資本

資本金 5,438,329 5,579,031

資本剰余金 4,916,418 15,693,243

利益剰余金 16,274,609 23,690,610

自己株式 △1,616 △1,825

株主資本合計 26,627,740 44,961,061

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 1,971,708 1,937,748

その他の包括利益累計額合計 1,971,708 1,937,748

新株予約権 211,411 217,792

非支配株主持分 26,140,870 54,356,885

純資産合計 54,951,730 101,473,488

負債純資産合計 78,997,625 127,554,681
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年１月１日
　至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
　至 2022年12月31日)

売上高 34,620,854 49,864,656

売上原価 22,749,744 31,432,286

売上総利益 11,871,109 18,432,370

販売費及び一般管理費 4,995,174 5,413,771

営業利益 6,875,935 13,018,598

営業外収益

受取利息 243,250 519,757

為替差益 - 1,189,690

補助金収入 1,836,163 867,798

その他 30,462 57,314

営業外収益合計 2,109,877 2,634,560

営業外費用

支払利息 73,183 72,478

持分法による投資損失 13,919 74,612

為替差損 47,823 -

支払手数料 1,500 1,329

その他 16,025 4,298

営業外費用合計 152,453 152,719

経常利益 8,833,359 15,500,440

特別利益

固定資産売却益 - 26,357

特別利益合計 - 26,357

特別損失

役員退職慰労金 - 349,800

株式報酬費用 1,404,223 -

固定資産除却損 - 16,033

特別損失合計 1,404,223 365,833

税金等調整前当期純利益 7,429,135 15,160,963

法人税、住民税及び事業税 2,233,947 2,002,036

法人税等調整額 458,126 422,202

法人税等合計 2,692,073 2,424,238

当期純利益 4,737,062 12,736,725

非支配株主に帰属する当期純利益 1,432,819 4,997,533

親会社株主に帰属する当期純利益 3,304,242 7,739,192
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年１月１日
　至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
　至 2022年12月31日)

当期純利益 4,737,062 12,736,725

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,082 -

為替換算調整勘定 4,455,295 319,143

持分法適用会社に対する持分相当額 276,290 51,795

その他の包括利益合計 4,733,668 370,939

包括利益 9,470,730 13,107,664

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 5,844,993 7,705,232

非支配株主に係る包括利益 3,625,737 5,402,432
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 2021年１月１日 至 2021年12月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 5,438,329 5,429,695 13,281,456 △1,209 24,148,271

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△52,536 △52,536

会計方針の変更を反映

した当期首残高
5,438,329 5,429,695 13,228,919 △1,209 24,095,734

当期変動額

新株の発行 -

剰余金の配当 △258,553 △258,553

自己株式の取得 △407 △407

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

△513,276 △513,276

親会社株主に帰属す

る当期純利益
3,304,242 3,304,242

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 - △513,276 3,045,689 △407 2,532,005

当期末残高 5,438,329 4,916,418 16,274,609 △1,616 26,627,740

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金
為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 △2,082 △380,408 △382,491 156,022 16,443,914 40,365,716

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△3,277 △3,277 △4,663 △60,477

会計方針の変更を反映

した当期首残高
△2,082 △383,686 △385,768 156,022 16,439,250 40,305,239

当期変動額

新株の発行 -

剰余金の配当 △258,553

自己株式の取得 △407

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

△513,276

親会社株主に帰属す

る当期純利益
3,304,242

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

2,082 2,355,394 2,357,476 55,389 9,701,619 12,114,485

当期変動額合計 2,082 2,355,394 2,357,476 55,389 9,701,619 14,646,490

当期末残高 - 1,971,708 1,971,708 211,411 26,140,870 54,951,730
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　当連結会計年度(自 2022年１月１日 至 2022年12月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 5,438,329 4,916,418 16,274,609 △1,616 26,627,740

会計方針の変更によ

る累積的影響額
-

会計方針の変更を反映

した当期首残高
5,438,329 4,916,418 16,274,609 △1,616 26,627,740

当期変動額

新株の発行 140,702 140,702 281,404

剰余金の配当 △323,190 △323,190

自己株式の取得 △208 △208

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

10,636,122 10,636,122

親会社株主に帰属す

る当期純利益
7,739,192 7,739,192

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 140,702 10,776,825 7,416,001 △208 18,333,320

当期末残高 5,579,031 15,693,243 23,690,610 △1,825 44,961,061

その他の包括利益累計額

新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券評

価差額金
為替換算調整勘定

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 - 1,971,708 1,971,708 211,411 26,140,870 54,951,730

会計方針の変更によ

る累積的影響額
-

会計方針の変更を反映

した当期首残高
- 1,971,708 1,971,708 211,411 26,140,870 54,951,730

当期変動額

新株の発行 △31,393 250,011

剰余金の配当 △323,190

自己株式の取得 △208

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

10,636,122

親会社株主に帰属す

る当期純利益
7,739,192

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

- △33,959 △33,959 37,774 28,216,015 28,219,830

当期変動額合計 - △33,959 △33,959 6,380 28,216,015 46,521,757

当期末残高 - 1,937,748 1,937,748 217,792 54,356,885 101,473,488
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年１月１日
　至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
　至 2022年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 7,429,135 15,160,963

減価償却費 2,942,181 3,498,416

のれん償却額 120,556 113,822

株式報酬費用 1,459,612 37,774

役員退職慰労金 - 349,800

貸倒引当金の増減額（△は減少） 19,586 △4,050

賞与引当金の増減額（△は減少） 96,623 91,949

受取利息及び受取配当金 △243,250 △519,757

補助金収入 △1,836,163 △867,798

為替差損益（△は益） 47,260 △48,418

支払利息 73,183 72,478

固定資産売却損益（△は益） - △26,357

売上債権の増減額（△は増加） △2,601,347 △1,844,132

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,753,357 △2,653,069

仕入債務の増減額（△は減少） 1,128,461 2,004,993

未払金の増減額（△は減少） 166,263 35,216

未払費用の増減額（△は減少） △27,345 53,073

その他 1,900,321 107,998

小計 8,921,721 15,562,903

利息及び配当金の受取額 243,115 518,447

補助金の受取額 2,493,922 521,363

利息の支払額 △74,184 △73,474

法人税等の支払額 △2,247,179 △1,137,578

営業活動によるキャッシュ・フロー 9,337,395 15,391,661

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △6,661,386 △4,678,260

定期預金の払戻による収入 2,113,423 10,052,281

有形固定資産の取得による支出 △8,999,826 △5,313,427

有形固定資産の売却による収入 - △49,124

無形固定資産の取得による支出 △108,841 △66,944

関係会社株式の取得による支出 △2,014,800 △1,753,200

保険積立金の積立による支出 △7,219 △7,219

その他 64,057 11,889

投資活動によるキャッシュ・フロー △15,614,592 △1,804,005
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2021年１月１日
　至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
　至 2022年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の売却
による収入

1,124,609 -

短期借入金の純増減額（△は減少） 976,420 1,881,200

長期借入れによる収入 5,900,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △2,083,500 △1,945,666

株式の発行による収入 - 250,011

自己株式の取得による支出 △407 △208

配当金の支払額 △258,297 △323,026

非支配株主からの払込みによる収入 2,593,310 33,420,712

非支配株主への配当金の支払額 - △243,565

リース債務の返済による支出 △182,479 △210,709

財務活動によるキャッシュ・フロー 8,069,655 32,928,747

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,938,959 △1,412,526

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,731,416 45,103,878

現金及び現金同等物の期首残高 17,910,394 21,641,811

現金及び現金同等物の期末残高 21,641,811 66,745,689
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

(収益認識に関する会計基準等の適用)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービス

と交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。なお、「収益認識に関する会計基準の適

用指針」第98項に定める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内の販売において、出荷時から当該商品又は製

品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、

当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首の利益

剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認識会計基準第86項に定める

方法を適用し、当連結会計年度の期首より前までに従前の取扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約

に、新たな会計方針を適用しておりません。

この結果、当連結会計年度の損益に与える影響は軽微であります。また、利益剰余金期首残高に与える影響はあり

ません。

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準

第10号 2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針

を、将来にわたって適用することとしております。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

(IAS第16号「有形固定資産」の修正の反映)

国際財務報告基準（IFRS）を適用している在外連結子会社において、当連結会計年度の期首からIAS第16号「有形

固定資産」の修正を反映しております。当該修正は遡及適用され、2021年12月31日をもって終了した前連結会計年

度については遡及適用後の連結財務諸表となっております。

この結果、前連結会計年度の期首の純資産に累積的影響額が反映されたことにより、利益剰余金の前期首残高は

52,536千円、前期末残高は52,086千円それぞれ減少しておりますが、前連結会計年度の営業利益、経常利益及び税

金等調整前当期純利益に与える影響は軽微であります。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

（１）報告セグメントの決定方法

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

（２）各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

当社グループは、報告セグメントを「ウェーハ再生事業」と「プライムシリコンウェーハ製造販売事業」、

「半導体関連装置・部材等」の３事業としております。

「ウェーハ再生事業」は、半導体用シリコンウェーハの再生、加工及び販売を行っております。「プライム

シリコンウェーハ製造販売事業」は製品用シリコンウェーハ（プライムシリコンウェーハ）の加工及び販売を

行っております。「半導体関連装置・部材等」は、主に中古の半導体関連機械装置（新品及び半導体以外も
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可）、消耗材を対象とするもので、主に中国市場へ販売を行っております。

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」

における記載と概ね同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部売上高又は振替高は市場

実勢価格に基づいております。
　

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2021年１月１日 至 2021年12月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注）1

合計
調整額
(注) ２

連結財務諸
表計上額
（注）３ウェーハ再生

事業

プライムシリ
コンウェーハ
製造販売事業

半導体関連
装置・部材

等
計

売上高

外部顧客への
売上高

12,716,265 13,377,096 8,450,255 34,543,617 77,237 34,620,854 － 34,620,854

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高

1,717 1,403,819 － 1,405,536 － 1,405,536 △1,405,536 －

計 12,717,983 14,780,915 8,450,255 35,949,154 77,237 36,026,391 △1,405,536 34,620,854

セグメント
利益

4,731,574 2,540,536 382,597 7,654,708 42,211 7,696,920 △820,984 6,875,935

セグメント
資産

14,302,411 53,141,762 7,309,967 74,754,140 339,489 75,093,630 3,903,995 78,997,625

その他の項
目

減価償却費 1,227,631 1,468,177 204,713 2,900,523 23,121 2,923,644 18,536 2,942,181

持分法適用会
社への投資額 － 3,246,141 － 3,246,141 － 3,246,141 － 3,246,141

有形固定資産
及び無形固定
資産の増加額

2,000,411 2,496,247 1,462,328 5,958,987 － 5,958,987 16,428 5,975,415

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ソーラー事業と技術コンサルテ

ィングであります。

２.調整額は以下のとおりであります。

(１)セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用及び棚卸資産に係る未実現利益

であります。

(２)セグメント資産の調整額は、各報告セグメントに配賦していない全社資産であります。

　 全社資産は主に報告セグメントに帰属しない現金及び預金並びに管理部門に係る資産等であります。

(３)減価償却費の調整額は、全社資産に係る減価償却費であります。

(４)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、全社資産に係る増加額であります。

３.セグメント利益は連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　４.セグメント間の内部売上高又は振替高は、市場実勢価格に基づいております。
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当連結会計年度(自 2022年１月１日 至 2022年12月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他
(注）1

合計
調整額
(注) ２

連結財務諸
表計上額
（注）３ウェーハ再生

事業

プライムシリ
コンウェーハ
製造販売事業

半導体関連
装置・部材

等
計

売上高

物品の販売 5,737,552 20,656,509 11,245,896 37,639,958 71,674 37,711,633 － 37,711,633

顧客提供物
の加工

12,153,023 － － 12,153,023 － 12,153,023 － 12,153,023

外部顧客への
売上高

17,890,576 20,656,509 11,245,896 49,792,982 71,674 49,864,656 － 49,864,656

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高

111,046 2,095,839 20,065 2,226,951 － 2,226,951 △2,226,951 －

計 18,001,623 22,752,348 11,265,962 52,019,934 71,674 52,091,608 △2,226,951 49,864,656

セグメント
利益

7,312,818 5,995,696 914,744 14,223,259 △9,444 14,213,815 △1,195,216 13,018,598

セグメント
資産

18,530,154 95,788,126 6,801,371 121,119,653 203,921 121,323,574 6,231,106 127,554,681

その他の項
目

減価償却費 1,418,994 1,721,294 315,916 3,456,205 23,121 3,479,326 19,089 3,498,416

持分法適用会
社への投資額 － 5,056,624 － 5,056,624 － 5,056,624 － 5,056,624

有形固定資産
及び無形固定
資産の増加額

2,400,173 1,979,414 166,935 4,546,523 － 4,546,523 1,423 4,547,947

（注）１.「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ソーラー事業と技術コンサルテ

ィングであります。

２.調整額は以下のとおりであります。

(１)セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用及び棚卸資産に係る未実現利益

であります。

(２)セグメント資産の調整額は、各報告セグメントに配賦していない全社資産であります。

　 全社資産は主に報告セグメントに帰属しない現金及び預金並びに管理部門に係る資産等であります。

(３)減価償却費の調整額は、全社資産に係る減価償却費であります。

(４)有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、全社資産に係る増加額であります。

３.セグメント利益は連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　４.セグメント間の内部売上高又は振替高は、市場実勢価格に基づいております。
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2021年１月１日
至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
至 2022年12月31日)

１株当たり純資産額 1,106円14銭 1,784円76銭

１株当たり当期純利益金額 127円80銭 299円29銭

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

125円04銭 292円75銭

(注) １ 当社は、2022年12月31日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。このため、前連

結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり純資産額、１株当たり当期純利益金額及

び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額を算定しております。

　 ２ １株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

項目
前連結会計年度

(自 2021年１月１日
至 2021年12月31日)

当連結会計年度
(自 2022年１月１日
至 2022年12月31日)

１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 3,304,242 7,739,192

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(千円)

3,304,242 7,739,192

普通株式の期中平均株式数(株) 25,855,252 25,858,146

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

親会社株主に帰属する当期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 569,655 577,992

（うち新株予約権（株）） 569,655 577,992

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式の概要

－ －

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　


